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平成 25 年度 鈴鹿市 

男女共同参画に関するアンケート調査結果報告書 
 

 

０ 調査対象者の属性                        

 

■調査のあらまし 

調査の目的 
次期男女共同参画基本計画を社会情勢の変化に対応した新しい計画とする

ための貴重な資料として活用するため。 

調査の対象 市内に居住する満 20 歳以上の男女 3,000 人 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送による配布及び回収 

調査期間 平成 26 年 2月 12 日～2 月 28 日 

有効回答数 1,164 件（回収率 38.8％） 

 

■性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

41.2%女性

55.8%

無回答

3.0%

性別

 

20歳代

8.2%

30歳代

13.3%

40歳代

15.3%
50歳代

16.2%

60歳代

22.4%

70歳代

16.1%

80歳代

7.2%

無回答

1.3%
年齢（全体）

男性が 41.2％，女性が 55.8％と，調査

対象者の抽出においては男女比がほぼ半々で

あったが，回答率は女性のほうが高かった。 

20～50 歳代までのいわゆる現役世代の

比率が 53％（女性 57.8％，男性 50％）だ

った。性別に分けて見ると，男性の 20～

40 歳代の少なさが目立った。 
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■職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20歳代

7.7%

30歳代

11.9%

40歳代

12.7%

50歳代

17.7%

60歳代

23.0%

70歳代

19.4%

80歳代

7.1%

無回答

0.4%
年齢（男性）

 

20歳代

8.9%

30歳代

15.1%

40歳代

17.8%

50歳代

16.0%

60歳代

22.8%

70歳代

13.1%

80歳代

6.3%

年齢（女性）

 

6

6

6

8

11

22

38

0

28

148

206

12

4

7

8

6

6

48

142

161

134

118

34

10

14

16

17

28

86

144

190

296

325

0 50 100 150 200 250 300 350

記載なし

その他

内職・在宅勤務

学生

派遣労働者

農林水産業

自営業

家事専業

パート・アルバイト

無職

フルタイム

あなたの職業は

全体 女性 男性

（人） 
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■結婚しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■配偶者の職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.0

74.9

74.6

5.2

14.5

11.1

16.5

8.9

11.9

2.3

1.7

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

結婚していますか

既婚 既婚（離婚・死別） 未婚 記載なし

 

7

3

0

2

0

10

12

62

80

131

57

11

0

0

0

7

5

58

18

27

126

235

19

4

0

2

7

16

70

82

107

268

293

0 50 100 150 200 250 300 350

記載なし

その他

学生

内職

派遣労働者

農林水産業

自営業

家事専業

パート・アルバイト

無職

フルタイム

配偶者の職業は

全体 女性 男性

（人） 
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■子どもはいるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.5

83.4

79.6

22.3

14.9

17.9

3.1

1.7

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

あなたにお子さんはいますか

いる いない 記載なし

 

16.5

17.9

17.1

56.9

56.1

56.3

16.8

18.8

18.1

2

2.4

2.2

0.3

0.2

0.2

7.6

4.6

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

何人お子さんがいますか

1人 2人 3人 4人 5人 記載なし
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■一番下の子の年頃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■家族構成 

 

 
 

 

 

6.3

7.1

6.8

30.3

22.3

25.9

45.5

50.3

47.6

13.4

15.1

14.6

2.1

3.1

2.6

2.5

2.2

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

家族構成

ひとり暮らし 夫婦だけ 親と子 親と子と孫 その他 記載なし

 

 

2.3

2.8

3.1

6.5

10.3

10.6

4.4

9.1

8.5

3.1

2.9

3.7

3.5

3.5

4.3

4

4

4.9

49.7

49.7

63.2

0.2

0.1

26.3

17.7

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

一番下の子どもの年頃

１歳未満の乳児 未就学児

小学生 中学生

高校生 大学・短大・高等専門学校・専門学校

社会人 その他

記載なし
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１ 男女平等意識について                             

 

問１ あなたは「男女共同参画」という言葉を知っていますか。次の中から１つ選んで○印を

つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.8

19.4

20.7

22.8

24.0

23.3

30.8

32.5

32

22.8

23.2

22.9

0.8

0.9

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

「男女共同参画」という言葉の認知度

よく知っている 少し知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

「男女共同参画」という言葉を「よく知っている」「少し知っている」と答えた人の割合は，

44.0％（女性 43.4％，男性 45.6％）で，平成 21 年度の調査結果 33.6％（女性 31.9％，

男性 36.4％）と比較して，女性は 11.5 ポイント，男性は 9.2 ポイント増加した。前回調査

と同様，女性に比べ男性のほうが「男女共同参画」という言葉を知っている人が少し多い。 

「知らない」と答えた人の割合は減っているが，男女ともに「聞いたことがある」と答えた人

が依然としてもっとも多い。 

 

⇒「男女共同参画」の内容まで理解している人は過半数に至らず，言葉の認知度も高いとはい

えない。市民レベルで「男女共同参画」の意識を高めるためには，周知や啓発の手法にもっと

工夫が必要である。 
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問２ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方がありますが、あなたはど

う思いますか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別役割分担意識に否定的な「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」と答えた

人の割合は 56.9％（女性 58.9％，男性 55.5％）で，前回の調査結果の 50.0％（女性

52.8％，男性 47.3％）と比較して女性は 6.1 ポイント，男性は 8.2 ポイント，全体では

6.9 ポイント増加した。一方，肯定的な「そう思う」「どちらかといえばそう思う」は 38.9％

（女性 36.9％，男性 41.0％）で，前回調査の 44.3％（女性 41.4％，男性 47.4％）と比

較して女性は 4.5ポイント，男性は 6.4 ポイント，全体では 5.4 ポイント減少した。 

 

⇒高齢者世代において男女ともにまだまだ性別役割分担意識が強いため，身近な課題からアプ

ローチする意識啓発を工夫する必要がある。また，20 代の女性に肯定的な傾向が見られるた

め，その背景について検証する必要がある。 
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【性別・年代別表】「夫は外で働き，妻は家庭を守るべきである」という考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全
体 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
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ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

全体 
1164  80  373  259  403  33  16  （人数） 

100.0  6.9  32.0  22.3  34.6  2.8  1.4  （％） 

女
性 

全体 
650  32  208  149  234  20  7   

100.0  4.9  32.0  22.9  36.0  3.1  1.1   

20～29 歳 
58  1  22  18  16  1  0   

100.0  1.7  37.9  31.0  27.6  1.7  0.0   

30～39 歳 
98  3  31  19  38  7  0   

100.0  3.1  31.6  19.4  38.8  7.1  0.0   

40～49 歳 
116  3  32  30  48  2  1   

100.0  2.6  27.6  25.9  41.4  1.7  0.9   

50～59 歳 
104  5  28  25  41  5  0   

100.0  4.8  26.9  24.0  39.4  4.8  0.0   

60～69 歳 
148  9  47  36  53  2  1   

100.0  6.1  31.8  24.3  35.8  1.4  0.7   

70～79 歳 
85  5  36  13  29  0  2   

100.0  5.9  42.4  15.3  34.1  0.0  2.4   

80 歳以上 
41  6  12  8  9  3  3   

100.0  14.6  29.3  19.5  22.0  7.3  7.3   

男
性 

全体 
479  41  155  105  161  12  5   

100.0  8.6  32.4  21.9  33.6  2.5  1.0   

20～29 歳 
37  3  12  7  15  0  0   

100.0  8.1  32.4  18.9  40.5  0.0  0.0   

30～39 歳 
57  3  16  12  21  5  0   

100.0  5.3  28.1  21.1  36.8  8.8  0.0   

40～49 歳 
61  6  22  12  20  1  0   

100.0  9.8  36.1  19.7  32.8  1.6  0.0   

50～59 歳 
85  6  25  19  31  4  0   

100.0  7.1  29.4  22.4  36.5  4.7  0.0   

60～69 歳 
110  7  32  23  43  2  3   

100.0  6.4  29.1  20.9  39.1  1.8  2.7   

70～79 歳 
93  8  37  27  20  0  1   

100.0  8.6  39.8  29.0  21.5  0.0  1.1   

80 歳以上 
34  8  10  4  11  0  1   

100.0  23.5  29.4  11.8  32.4  0.0  2.9   

 

●20 代 30 代は学習指導要領改訂（1989年＝昭和 64年）後の男女平等教育を受けた世代で

あり，男女共同参画に関する意識は子どものころからある程度定着していると思われる。 
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問３ あなたは、次にあげる①～⑧の分野において男女の地位が平等になっていると思います

か。各分野ごとにそれぞれ 1 つ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それぞれの分野での平等感について，「学校教育」では男女ともに「平等である」とする人

が前回調査をさらに上回り 65.9％（+5.4ポイント）となっている。「法律や制度上」では，

全体で「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇されている」と「平等であ

る」がほぼ同割合であるものの，性別に見ると女性では 55.6％が「男性が優遇されている」

と答えているのに対し，男性では 31.5％であり，男女間の意識の差が顕著である。その他の

分野では，「男性が優遇されている」と思う人の割合が高く，特に「しきたりや慣習」では前

回調査より 7.9 ポイントも増加している。 

 

⇒法律や制度が整備され，公の場における男女平等は確立されてきているが，日々の生活で

は，以前より「男性が優遇されている」と感じる場面が増えてきているようである。社会状況

の変化によるさまざまな影響がどのような実態につながっているのか，事業を通じて課題を見

出し，改善に向けて対応策を講じる必要がある。 

 

0.8

0.7

1.5

0.3

0.8

1.0

1.1

2.3

4.0

2.6

7.6

1.5

7.3

3.4

6.2

6.9

16.0

12.5

41.3

17.1

30.5

65.9

18.1

30.3

59.8

48.6

33.8

43.8

43.1

17.1

46.1

40.7

15.4

31.8

10.7

31.9

13.1

4.0

22.0

16.2

4.0

3.8

5.0

5.4

5.2

8.6

6.4

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会全体で

しきたりや慣習で

法律や制度上で

政治の場で

地域の中で

学校教育の中で

職場の中で

家庭の中で

各分野における男女の地位

女性が優遇されている どちらかといえば女性が優遇されている

平等である どちらかといえば男性が優遇されている

男性が優遇されている 無回答
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21.7

16.2

36.5

44

40.7

40.3

23.8

30.3

7.9

5.7

6.9

3.5

1.4

2.3

2.7

3.4

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

①家庭の中で

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている 無回答

 家庭における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇

されている」と答えた人の割合は 56.9％で，前回調査の 50.2％より 6.7 ポイント増加し

た。また，「女性が優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」と答えた人の

割合は 9.2％で前回の 13.3％より 4.1 ポイント減少した。「平等である」と答えた人の割合は

30.3％で，前回の 31.8％より 1.5 ポイント減少した。 

 

16.9

26.3

22.0

47.4

46

46.1

21.3

15.7

18.1

9.6

3.8

6.2

1.7

0.8

1.1

3.1

7.4

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

②職場の中で

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている 無回答

 職場における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇

されている」と答えた人の割合は 68.1％で，前回調査の 55.5％より 12.6 ポイント増加し

た。また，「女性が優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」と答えた人の

割合は 7.3％で前回の 8.9％より 1.6 ポイント減少した。「平等である」と答えた人の割合は

15.7％で，前回の 22.2％より 6.5 ポイント減少した。 
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1.5

6.2

4.0

12.9

20.5

17.1

72.2

62.5

65.9

5.2

1.7

3.4

1.7

0.5

1.0

6.5

8.8

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

③学校教育の中で

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている 無回答

 学校教育における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が

優遇されている」と答えた人の割合は 21.1％で，前回調査の 11.3％より 9.8 ポイント減少

した。また，「女性が優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」と答えた人

の割合は 4.4％で前回の 5.4％より 1.0 ポイント減少した。「平等である」と答えた人の割合

は 65.9％で前回の 60.5％より 5.4 ポイント増加した。 

 

 地域における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇

されている」と答えた人の割合は 56.2％で，前回調査の 45.7％より 10.5ポイント増加し

た。また，「女性が優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」と答えた人の

割合は 8.1％で前回の 7.1％より 1.0 ポイント減少した。「平等である」と答えた人の割合は

30.5％で前回の 36.2％より 5.7 ポイント減少した。 



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 政治における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が優遇

されている」と答えた人の割合は 75.8％（女性 82.5％，男性 69.3％），「平等である」と答

えた人の割合は 17.1％（女性 10.9％，男性 24.6％）で，圧倒的に女性の方が不平等感が高

い。 

 

 法律や制度上における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば男

性が優遇されている」と答えた人の割合は 44.5％で，前回調査の 39.1％より 5.4 ポイント

増加した。また，「女性が優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」と答え

た人の割合は 9.1％で前回の 10.6％より 1.5 ポイント減少した。「平等である」と答えた人の

割合は 41.3％で，前回の 38.9％より 2.4 ポイント増加した。 
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 しきたりや慣習における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば

男性が優遇されている」と答えた人の割合は 80.4％で，前回調査の 72.5％より 7.9 ポイン

ト増加した。また，「女性が優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」と答

えた人の割合は 3.3％で前回の 3.6％より 0.3 ポイント減少した。「平等である」と答えた人

の割合は 12.5％で，前回の 14.9％より 2.4 ポイント減少した。 

 

 

9

20.3

15.4

62

59.4

59.8

19.6

12.9

16.0

5.6

2.8

4.0

1

0.5

0.8

2.7

4.2

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

⑧社会全体で

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている 無回答

 社会全体における男女の地位について，「男性が優遇されている」「どちらかといえば男性が

優遇されている」と答えた人の割合は 75.2％で，前回調査の 68.2％より 7.0 ポイント増加

した。また，「女性が優遇されている」「どちらかといえば女性が優遇されている」と答えた人

の割合は 4.8％で前回の 7.5％より 2.7 ポイント減少した。「平等である」と答えた人の割合

は 16.0％で，前回の 16.3％より 0.3 ポイント減少した。 
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２ 家庭生活について                        

 

問４ あなたの家庭で、男性が 1 日に行っている家事や育児の時間は平均でどれくらいです

か。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたの家庭で、男性が家事や育児に関わる時間は充分だと思いますか。次の中から１

つ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8

36.9

30.8

23

22

22.5

28

14.9

20.4

18.8

10.6

14.2

4.6

13.4

9.8

1.9

2.2

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

男性が家事・育児に関わる時間

15分未満 １５分以上３０分未満 ３０分以上１時間未満

１時間以上 わからない 無回答

 

31.9

23.8

27.4

40.9

31.4

35.1

16.9

29.8

24.1

7.9

12.9

10.9

2.3

2.0

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

男性が家事や育児に関わる時間についてどう思うか

充分である 少し足りない 全く足りない わからない 無回答

男性が家事や育児に関わる時間が「30 分未満」と答えた人の割合は，53.3％（女性

58.9％，男性 46.8％），「30 分以上」と答えた人の割合は，34.6％（女性 25.5％，男性

46.8％）だった。その時間についてどう思うかという質問では，「まったく足りない」「少し

足りない」と答えた人の割合は 59.2％（女性 61.2％，男性 57.8％）で，「充分である」の

27.4％（女性 23.8％，男性 31.9％）と比較して２倍以上の開きがあった。 
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問６ 男性が家事や育児に充分関われるようにするためにはどうすればよいと思いますか。次

の中から２つまで選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7

44

13

6

10

24

169

206

14

45

26

13

8

23

171

350

27

98

39

20

19

49

346

566

0 100 200 300 400 500 600

無回答

わからない

その他

家庭と仕事の両立などの問題について，男性が相談し

やすい窓口を進める

男性が家事や育児を行う為の仲間づくりを進める

研修等を行い男性の家事や育児の技能を高める

労働条件短縮や休暇制度を普及することで仕事以外

の時間をより多く持てるようにする

男性が家事や育児を行うことに，男性，女性ともに抵抗

感を感じないようにするよう啓発や情報提供を行う

男性が家事・子育て・地域活動等に積極的に参加するため

に必要なこと

全体 女性 男性

男性が家庭生活や地域活動に参加するためには，「抵抗感をなくす啓発や情報提供」が必要

と答えた人の割合が男女ともにもっとも多かった。また，労働条件や休暇制度の普及が必要と

する人も多い。 

（人） 
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問７ あなたの家庭では、日常的に手助けが必要な高齢者の方はいますか。次のどちらかに○

印をつけてください。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ （問７で「１．いる」と答えた方にお聞きします。） 

その人の世話は主にどなたがされていますか。次に中から１つ選んで○印をつけてくだ

さい。（＊高齢者の方からみた続柄でお答えください。） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.9

18.3

21.7

7.4

24.2

16.0

12.0

16.7

14.3

18.5

10.8

15.6

9.3

9.2

8.6

10.2

2.5

5.7

0.9

0.8

0.8

10.2

10.0

9.8

0.8

0.8

3.7

2.5

3.3

1.9

4.2

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

主に介護をしている人（介護が必要な人からみた続柄）

妻 娘 息子の妻 夫

息子 娘の夫 親 子ども全員

施設 ホームヘルパー その他 無回答

 

22.5

18.5

21.0

76.4

80.9

78.1

1.0

0.6

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

日常的に手助けが必要な高齢者がいますか

いる いない 無回答

「日常的に手助けが必要な高齢者がいる」と答えた人の割合は，全体で 21.0％（女性

18.5％，男性 22.5％）であり，現在の鈴鹿市の高齢化率（21.8％）に近い数値にある。 
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問９ 介護する人についてあなたはどう思いますか。次の中から１つ選んで○印をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.6

0.2

0.4

4.6

1.2

2.7

70.6

77.2

73.9

14.0

12.3

12.8

4.2

3.8

4.0

4.0

3.1

3.4

2.1

2.2

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

介護する人についてどう思うか

男性が介護すべき 女性が介護すべき

男性・女性どちらが介護してもよい 実の子どもが介護すべき

その他 わからない

無回答

実際に介護をしている人が，女性（「妻」「娘」「息子の妻」）という回答が 52％（女性

59.2％，男性 45.3％），男性（「夫」「息子」「娘の夫」）が 24.2％（女性 20％，男性

27.8％）と，２倍以上の差で女性が多くなっている。 

しかし，介護する人についてどう思うかという質問では，「男性・女性どちらでもよい」が

73.9％（女性 77.2％，男性 70.6％）と圧倒的に多い結果となった。 

このことから，意識の問題よりも家庭の状況により，男性よりも女性が多く介護にあたってい

ると考えられる。 
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問１０ あなたは将来、主にだれに介護をしてほしいと思いますか。 

次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

14

0

2

3

12

35

16

1

54

198

129

29

24

0

0

10

9

52

95

121

83

2

225

46

40

0

2

16

21

89

114

128

138

209

361

0 50 100 150 200 250 300 350 400

無回答

その他

娘の夫

親

息子の妻

息子

子ども全員

娘

夫

ホームヘルパー

妻

施設

誰に介護してほしいですか

全体 女性 男性

（人）

「誰に介護してほしいですか」という問いに対して，「施設」と答えた人の割合は 31.0％（女

性 34.6％，男性 25.1％）であった。また，「配偶者」と答えた人の割合は，女性が

18.6％，男性は 38.5％であり，介護に対する意識に大きな隔たりが見られた。 

 

⇒「施設」や「ホームヘルバー」による介護を希望する人の割合が高い。今後，高齢社会の進

展に伴い，こういった社会資源の充実がますます求められてくると思われる。 
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３ 就労・職業について                               

 

問１１ 女性の職業への関わり方について、あなたはどのような形が最も望ましいと思います

か。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.2

50.9

48.6

35.5

33.8

34.4

5.2

4.5

5.0

2.7

2.2

2.5

0.2

0.1

3.8

4.0

3.8

2.7

2.3

2.7

2.7

2.3

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

女性の職業への関わり方について，どのような形が望まし

いと思うか

結婚や子育てなどで一時的にやめるが，子育ての時期が過ぎたら再び仕事を持つ

結婚や子どもの有無にかかわらず，職業を持ち続ける

結婚して子どもができるまでは職業を持つが，その後は持たない

結婚するまでは職業を持つが，その後は持たない

職業は一生持たない

その他

わからない

無回答

「結婚や子どもの有無にかかわらず，職業を持ち続ける」の回答が 34.4％（女性

33.8％，男性 35.5％）と，平成 21年度の調査結果の 19.9％（女性 22.2％，男性

17.1％）と比較して女性は 11.6 ポイント，男性は 18.4 ポイント，全体では 14.5 ポイント

増加している。   

一方，「一時的にやめるが，再び仕事を持つ」が 48.6％（女性 50.9％，男性 47.2％）

で，平成 21年度の調査結果の 58.8％（女性 59.6％，男性 58.9％）から女性は 8.7 ポイン

ト，男性は 11.7 ポイント，全体では 10.2 ポイント減少している。特に男性の意識変化が大

きい。 

 

⇒「一時中断型」は三重県の女性の働き方の特徴であるといわれている。「継続型」に転じさ

せるためには，子育てや介護をサポートする社会的仕組みの構築ともに，企業の就労規則の改

善など雇用側の理解も重要である。 
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問１２ あなたは、現在、働きたいと思う女性にとって働きやすい環境であると思います

か。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5

6.2

6.9

29.9

24.9

26.5

34.4

38.9

36.7

17.3

18.0

17.8

8.8

9.5

9.5

2.1

2.5

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

女性にとって働きやすい環境であると思うか

働きやすい環境 どちらかといえば働きやすい環境

どちらかといえば働きにくい環境 働きにくい環境

わからない 無回答

「働きにくい」「どちらかといえば働きにくい」と答えた人の割合は 54.5％（女性

56.9％，男性 51.7％）で，「働きやすい」「どちらかといえば働きやすい」と答えた 33.4％

（女性 31.1％，男性 37.4％）を大きく上回った。男女共に半数以上の人が女性にとって働

きにくい職場環境であると感じている。 

 

⇒男女雇用機会均等法が整備され，多様なニーズに応えるべくサービスも拡充されているが現

実にはまだまだ十分ではないことが伺える。 
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問１３ 女性が、出産、子育て、介護などの理由で仕事を辞めずに働き続けるためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。次の中から２つまで選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92

16

13

15

58

86

65

115

107

136

255

91

22

14

13

119

105

138

125

200

183

290

204

42

27

29

181

195

206

245

315

324

560

0 100 200 300 400 500 600

無回答

わかならい

その他

職場における女性差別やセクハラを防止する

労働時間の短縮や子育て中の社員に対する残業を

免除する

育児休業・介護休業中の賃金の補てんその他の経

済的支援を充実する

家事や育児、介護などに男性も参加する

在宅勤務、フレックスタイム制（自由勤務時間制）な

どの柔軟な勤務制度を導入する

女性が働くことに対して家族や周囲が理解し協力す

る

育児や介護のための施設やサービスを充実する

育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境

づくりを推進する

女性が出産、子育て、介護などの理由で仕事を辞めずに

働き続けるためには、どのようなことが必要だと思うか（複

数回答）

全体 女性 男性

全体では「育児や介護の休業制度を利用しやすい職場環境づくりの推進」が突出して多かっ

た。次いで「育児や介護の施設やサービスの充実」や「家族や周囲の理解と協力」となってい

る。女性の回答では「女性が働くことに対して家族や周囲が理解し協力する」も多かった。 

 

（人） 
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問１４ 出産、子育て、介護などの理由で退職した女性が再就職するためには、どのようなこ

とが必要だと思いますか。次の中から２つまで選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

94

16

13

14

30

78

90

112

134

202

175

113

17

15

19

41

127

143

158

205

216

246

227

36

28

33

74

211

236

273

355

427

428

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

無回答

わからない

その他

職場における女性差別やセクハラを防止する

個別相談会を開催する

家事や育児，介護などに男性も参加する

再就職に必要な知識や資格を修復するための研修会

を開催する

女性採用を拡大する

家族や周囲が理解し協力する

育児休業・介護休業を拡充する

育児や介護のための施設やサービスを充実する

退職した女性が再就職するために必要なこと

全体 女性 男性

女性の再就職を阻んでいる大きな原因に育児や介護があることが伺える。 

 

⇒育児や介護をする側とされる側，両方へのサービスの充実や制度の拡充が求められている。 

（人） 
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４ 社会活動について                                

 

問１５ あなたは現在、次のような活動を行っていますか。あてはまるものすべて選んで○印

をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

307

24

1

30

27

25

55

94

7

414

18

7

16

46

74

80

90

14

740

44

9

49

78

99

137

189

0 100 200 300 400 500 600 700 800

無回答

特に活動していない

その他

女性の支援に関わる活動

防災または環境に関わる活動

高齢者または障がい者の支援に関わる活動

子どもの支援に関わる活動

スポーツまたは文化に関わる活動

自治会などのまちづくりに関わる活動

どんな社会活動を行っているか（複数回答）

全体 女性 男性

「特に活動をしていない」と応えた人の割合は，63.5％（女性 63.6％，59.7％）で，前回

調査の 59.3％（女性 56.6％，男性 48.6％）と比較して，女性は 7.0 ポイント，男性は

11.1 ポイント，全体では 4.2 ポイント増加した。 

 

⇒世代により社会活動に関われる状況にあるかどうか大きく異なるが，市民活動を活性化させ

る余力は十分ある。 

 

（人） 
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問１６ （問１５で「８．特に活動していない」と答えた方にお聞きします。） 

活動を行っていない理由はなんですか。次の中からあてはまるものすべて選んで○印を

つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

46

58

5

3

68

29

80

121

4

53

86

3

12

55

103

117

112

7

102

149

10

15

125

135

201

237

0 50 100 150 200 250

無回答

わからない

その他

社会活動を行うのは男性（または女性）の役割と思うか

ら

家族の理解、協力が得られないから

人間関係がわずらわしいから

家事や育児、介護で忙しいから

参加したいものがないから

仕事が忙しいから

社会活動へ参加していない理由

（特に活動していないと答えた方）（複数回答）

全体 女性 男性

「特に活動していない」理由としては，「仕事が忙しい」が最も多く，次いで「参加したいも

のがない」となっている。女性では，「家事や育児，介護で忙しい」も同程度あがっており男

性と比べてその割合は高い。 

 

⇒「参加したいものがない」を理由にしているケースは，参加の意欲はあっても自分の興味・

関心に属する活動が見つからないという場合が想定できる。さまざまな切り口の社会活動を情

報発信したり提案することにより，社会活動への参加を促すことが必要である。 

 

（人） 
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問１７ あなたは、問１５のような活動が、男女が共に参加し活発になるためにはどのような

ことが必要だと思いますか。次の中からあてはまるものすべて選んで○印をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14

39

76

95

95

127

128

161

141

165

14

93

74

118

141

163

203

174

210

226

29

140

154

215

242

295

337

339

359

396

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

その他

わからない

女性リーダーの育成・登用

男性または女性が自らまちづくりを行う意識改革

男性の仕事中心の生き方，考え方を改める

労働時間短縮や休暇制度を普及させる

男女の固定的な役割分担について，しきたりや慣習を

改める

仕事中心という社会全体の仕組みを改める

男性と女性が男女共同参画に対する関心を高める

様々な年代の意見を取り入れた事業の企画・運営

男女が共に参加するために必要なこと

全体 女性 男性

（人） 
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５ 女性の人権について                              

 

問１８ 「ドメスティック・バイオレンス（※）」（以下、ＤＶ）が、社会問題になっています。 

次にあげる行為がＤＶに当たることを知っていますか。あなたが知っているものを、次

の中からすべて選んで○印をつけてください。 

 

（※）ドメスティック・バイオレンス： 

配偶者や恋人など親しいパートナーからの、身体的又は精神的な苦痛を与える暴力や言動のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

165

196

230

239

253

258

265

305

316

429

13

230

220

308

325

337

363

373

409

446

596

25

397

420

543

569

599

628

647

725

771

1040

0 200 400 600 800 1000 1200

その他

避妊に協力しない

殴るふりをする

交友関係や電話内容を細かく監視する

生活費を渡さない

何を言っても無視する

外出や電話をさせない

「だれのおかげで食べていけるんだ」「かいしょうない」

と言う

口汚しののしる

性的な暴力をふるう

殴ったり，蹴ったり，物を投げつけたりする

ドメスティック・バイオレンス行為の認知度

全体 女性 男性

 DV 行為の認知度については，男女とも主に身体的・性的暴力を DV と捉えている。この設

問が，精神的・経済的・社会的隔離も DV 行為であるという気づきになったと思われる。 

（人） 
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問１９ あなたはこれまでに、配偶者や恋人などから問１８の事例のようなＤＶをされた経験

がありますか。各項目ごとにそれぞれ 1 つ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5

4.5

2.4

5.4

14.8

10.9

77

67.1

71.3

7.5

4.7

5.8

8.6

8.8

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

①身体的

何度もあった １～２度あった まったくない わからない 無回答

 

5

10.9

8.2

12.1

16

14.5

67.4

59.8

62.5

6.9

4.6

5.4

8.6

0

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

②精神的

何度もあった １～２度あった まったくない わからない 無回答
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10

0.6

1.6

2.3

4.8

3.7

78.7

77

76.5

7.3

4.8

5.7

10.6

12.7

12.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

③性的

何度もあった １～２度あった まったくない わからない 無回答

 

2.1

3.4

2.8

3.5

5.2

4.6

77

74.8

74.8

7.5

4.5

5.6

9.8

12.2

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

④経済的

何度もあった １～２度あった まったくない わからない 無回答

 

0.8

0.8

0.8

2.5

3.5

3.1

78.5

782

77.2

7.7

4.5

5.8

10.4

13.1

13.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

⑤社会的隔離

何度もあった １～２度あった まったくない わからない 無回答
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問２０ ＤＶを受けたときに相談できる機関や関係者で、あなたが知っているものがあります

か。あなたが知っているものを、次の中からすべて選んで○印をつけてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

83.3%

知らない

9.9%

無回答

6.8%

ＤＶの相談窓口を知っているか

 

56

4

48

47

88

61

67

242

348

58

4

50

67

79

111

124

343

483

119

8

99

116

168

176

196

595

844

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

相談窓口は知らない

その他

北勢児童相談所

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」

人権擁護委員

医師，その他の医療関係者

三重県配偶者暴力相談支援センター

市の相談窓口

警察

ＤＶ相談窓口で知っているところ

全体 女性 男性

 DV の相談窓口の認知度は高いものの，警察と市の相談窓口に集中している。被害者への総

括的なサポートのためには，関係機関の情報共有や連携が今後の課題である。 

（人） 
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６ 男女共同参画社会について                            
 

問２１ あなたは、女性があまり進出していない分野に女性が進出するためにはどうすればよ

いと思いますか。次の中からあてはまるもの３つ選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50

23

35

40

85

90

121

132

117

123

129

191

90

11

28

52

102

101

142

137

181

188

213

278

148

35

64

94

189

193

263

276

312

318

347

479

0 100 200 300 400 500 600

わからない

その他

理工系などの大学の学部へ進学を促すため，啓発や情

報提供などの支援を行う

女性の企業家に対し，融資などの支援を行う

企業が，社員の採用や管理職への登用などで女性の

数や比率を定める割当制を設ける

国や県，市が職員の採用や管理職への登用などで女

性の数や比率を定める割当制を設ける

国や県，市の審議会・委員会の委員などに，女性を積

極的に任命する

防災，地域おこし・まちづくり・観光，環境の分野へ女性

の参画を拡大する

女性の活動を支援するネットワークを充実させる

国や県，市が，女性の採用・登用などに目標を設けたり

し，女性の進出を促す

企業が，女性の採用・登用などに目標を設けたりし，女

性の進出を促す

家庭，地域，職場における性別による役割分担や性差

別の意識を改める

女性が進出していない分野に進出するためにはどうすれ

ばよいか

全体 女性 男性

 女性の進出を促進するためには，まずは固定的な性別役割分担意識の変革，そして，行政や

企業における積極的な女性登用の仕組みづくりが必要であるとする意見が多い。 

（人） 
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問２２ あなたは、ワーク・ライフ・バランス（※）という言葉をご存じですか。次の中から

１つ選んで○印をつけてください。 

 

（※）ワーク・ライフ・バランス： 

「仕事と生活の調和」と訳され、簡単にいうと、仕事だけではなく私生活も充実させることにより、 

仕事と私生活のバランスを保つことです。 

ワーク・ライフ・バランスが実現した社会とは「一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら 

働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期と 

いった人生の各段階に応じて多様な生き方（働き方）が実現できる社会」のことをいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワーク・ライフ・バランスという言葉の認知度はまだまだ低く，男女ともに過半数の人が

「知らない」と答えている。 

 

⇒労働の分野においては一番のテーマであるが，まだまだ市民レベルでは一般的でないことが

伺える。さらなる啓発が必要である。 

 

9.8

8.0

8.7

16.5

12.8

14.0

22.1

22.8

22.5

50.1

54.5

52.5

1.5

2.0

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

ワークライフバランスという言葉を知っていますか

よく知っている 少し知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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問２３ 生活の中での、仕事、家事・育児・介護、家族との時間、プライベート、地域生活の

優先度についてお伺いします。あなたが「現実」に最も優先しているものと、本当は最

も優先したい「希望」のものについて、それぞれ 1 つ選んで、○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.2

26.6

34.6

5.4

30.9

19.8

17.7

19.1

18.6

19

12.3

15

5

3.5

4.4

5.6

7.5

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

①現実

仕事 家事・育児・介護 家族との時間 プライベート 地域活動 無回答

 

4.6

4.8

4.6

2.7

9.1

6.2

35.1

30.2

31.9

39.5

41.2

40.1

10.2

6.2

7.7

7.9

8.6

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

②希望

仕事 家事・育児・介護 家族との時間 プライベート 地域活動 無回答

生活の中で，「家族との時間」や「プライベート」を最も優先したいと希望しているもの

の，現実には男性では「仕事」，女性では「家事・育児・介護」が最優先されている。 

 

⇒男女ともに，ワーク・ライフ・バランスについての認識を深めるとともに，それを支える制 

度の拡充や運用の仕組みづくりが必要である。 
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問２４ 男女共同参画社会を実現するためには、どのようなことが必要だと思いますか。次の

中から３つまで選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41

10

14

17

32

51

33

65

89

88

109

121

143

196

203

56

16

7

43

47

42

86

63

91

126

113

136

179

263

337

102

26

22

61

80

97

120

130

186

217

224

263

328

470

552

0 100 200 300 400 500 600

わからない

その他

男性のための相談の充実

女子のための相談の充実

男性に対する意識啓発や研修の充実

広報紙やパンフレットなどによる，男女の平等と相互

の理解や協力についてのＰＲ

女性の職業教育や職業訓練の充実

各種団体の女性リーダーの養成

女性の政治・行政への参加・参画

学校や社会，生涯学習の場での男女の相互の理解

や協力についての学習の充実

意思・政策決定の場への女性の積極的な登用

男女平等を目指した法律・制度の制定や見直し

職場における男女の均等な取扱いについての周知徹

底

男女の固定的な役割分担について，しきたりや慣習

を改める

保育の施設・サービスや，高齢者や病人の施設や介

護サービスの充実

男女共同参画を推進するために大切なこと

全体 女性 男性

男女共同参画を推進するために大切なことは，「保育の施設・サービスや，高齢者や病人の

施設や介護サービスの充実」と答えた人が，前回調査と同様過半数に近い。固定的な性別役割

分担意識の変革という根本的な部分とともに，施設や制度の拡充などハード面の整備，多様な

ニーズに対応できるサービスの拡充などソフト面の整備が求められている。 

（人） 
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７ 「鈴鹿市男女共同参画センター」について            
 

問２５ あなたは、「鈴鹿市男女共同参画センター（愛称：ジェフリーすずか）」をご存じです

か。次の中から 1 つ選んで○印をつけてください。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２６ （問２５で「１．利用したことがある」と答えた方にお聞きします。）  

あなたはどのようなかたちで「鈴鹿市男女共同参画センター」を利用しましたか。 

次の中からあてはまるものすべて選んで○印をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.2

21.7

16.6

41.3

54.3

47.9

47.8

23.2

33.8

0.6

0.8

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

鈴鹿市男女共同参画センターを知っているか

利用したことがある 名前は知っているが利用したことはない 知らない 無回答

 

3

1

3

2

5

15

18

24

5

7

10

13

13

33

49

81

8

8

13

16

19

49

69

106

0 20 40 60 80 100 120

その他

こどもの部屋を利用した

弁護士相談や電話相談を利用した

図書コーナーを利用した

印刷機を利用した

自主的なサークル活動の場として利用した

センター主催の催し物や講座に参加した

センター以外の主催の催し物に参加した

どのように男女共同参画センターを利用しましたか

全体 女性 男性

（人） 
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問２７ あなたは、「鈴鹿市男女共同参画センター」のホームページ（※）をご覧になったこ

とがありますか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

   （※）ホームページ：http://www.danjokyodosankaku.city.suzuka.lg.j 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８ 今後、男女共に利用できる施設として、「鈴鹿市男女共同参画センター」に何を充実

してほしいと思いますか。次の中からあてはまるものすべて選んで○印をつけてくださ

い。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5

4.5

3.9

96.9

94.2

94.1

0.6

1.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

ホームページを見たことがあるか

はい いいえ 無回答

 

135

11

92

75

107

82

151

134

122

19

85

121

111

148

193

241

263

30

180

201

220

231

349

381

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

わからない

その他

市民団体やグループの活動・交流を支援してほしい

地域に出向いて講座をしてほしい

男性が自分自身の生活や意識を見直し，変えていくた

めの講座をしてほしい

親子が一緒に参加できる催し物や講座をしてほしい

ホームページや広報紙等で様々な情報を提供してほし

い

仕事を辞めた女性が再就職するための研修会や個別

相談会をしてほしい

男女共同参画センターに何を充実してほしいか

全体 女性 男性

（人） 
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問２９ あなたは、鈴鹿市が平成２４年１２月に「男女共同参画都市宣言」を行ったことを知

っていますか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14

12.2

12.8

83.9

84

83

2.1

3.8

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

全体

「男女共同参画都市宣言」を行ったことを知っているか

知っている 知らない 無回答

男女共同参画センターを「利用したことがある」と答えた人の割合は 16.6％で，前回調査

の 12.0％より 4.6 ポイント増加した。また，「知らない」と答えた人の割合は 33.8％で前回

調査の 41.5％より 7.7 ポイント減少しており，認知度は着実に上がっているといえる。一方

で，ホームページの閲覧については「見たことがある」と答えた人の割合が 5％にも足らず，

情報社会の現代において，その存在 PR と魅力ある情報発信のあり方について早急な検討が必

要である。「男女共同参画都市宣言」については，83％の人が「知らない」と答えている現実

を踏まえ，今後より一層の PR が求められる。 

 


